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（鑑謎蕗，鱗難二言）

最近経験ぜる子宮肉腫の二例について

緒

東京女子医科大学産婦入科教室（主任柚木祥三郎教授）

東京女子医科大学第二病院（院長大村ひさえ助教授）

言

坂井ミョ子・橋本洋子サカ イ       ＝  ハシ  ：t’卜  日ウ  コ

吉田利子・小野依子ヨシ  ダ  トシ  コ  オ   ノ  Uリ  コ

（受付昭和34年8月6日）

 子宮肉腫は稀でありますが著者らは昭和21年

目り昭和32年6月までに手術を行った子宮腫瘍

43例中，組織学的に多核細胞肉腫と思われる2例

を経験しましたので報告致します。

自験例

〔第1例〕

  患者林○力殿55才
  主 訴  不正性器出血

  家族歴  特記すべき事項を認めません

  既往歴  糊経14才正調結婚20才 既往妊

娠は4回いずれも正常分娩をしております。

  現症歴  昭和30年10月13日より多量の不正

性器出血と腰痛のため10月19日当科を訪れました。

外診所見：体格栄養中等度，心肺に理学的異常所

見なく，体温脈脾血圧及び血液一般検査に異常を

認めませんでした。

内診所見：子宮は前傾前屈にして小小児頭大堅く

移動性にして圧痛なく，子宮腕部は肥大し軽度の

廉瀾あり，分泌物は暗赤色の流動血多量を認めま

したが悪臭はなく，子宮附属器は両側共異常を認

めませんでした。

臨床診断：子宮筋腫の診断の下に治療しましたが

出血なわ持続のため10月2δ日乎術の目的で入院

11月1日開腹手術を行い，捌出物の組織学的検査

によって手宮肉腫と判定したものであります。

手術所見；腰椎麻酔の下に開腹，子宮体は小小児

頭大にて表面平滑比較的堅く周囲との癒着は認め

られず一見臨床診断と同様子宮筋腫と思われまし

たので腔上部切断術を行い，同時に両側卵巣は萎

縮著しきため別出致しました。別出物は総冤量

330g，割面は子宮後壁に比し前壁は約2倍厚くほ

ぼ中央に鳩卵大の出血を伴う軟化層を認め一部は

子宮腔内に穿孔していました。

組織学的所見：異形の強い多核性腫瘍細胞の増殖

が見られ一部は壊死性変化を生じ定型的多核細胞

肉腫の像が認められます。
r
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転帰：術後経過は良好で17日目に退院，翌年2

月17日より4月26日までレントゲン深部治療を

行い線量4500レントゲン照射に達しました。

 同年5月7日右下腿の激痛及び腫脹のため再入

院，以後高熱持続し全身状態は急速に悪化して悪

液質に陥り6月26日死亡致しました。

〔第II例〕

  患者 和田○子殿28才未婚
  主 訴  下腹部の腫痩

  家族歴  特記すべき事項を認めません

  既往歴  初経14才，正調，持続5日間，中等

量の月経にして月経時障害はありません。

  現症歴  6ヵ月前より下腹部に腫瘤を触知して

昭和30年12月12日当科を訪れました。

外診所見：体格栄養中等度，心肺に異常な理学的

所見なくジ体温歯痛一血圧及び血．液一般検査にて異

常を認めませんでした。下腹部中央に大入頭大の

腫瘤を腹壁上より触れることが出来，直腸診で表

面平滑弾力性硬度にして圧痛なく，その右側に波

動を感じました。

臨床診断：右側卵巣嚢腫の診断の下に12月14日

入院，翌15日開腹手術を行いました。

手術所見：腰椎麻酔の下に開腹，卵巣嚢腫と思わ

れた腫瘤は子宮の一一一部にして，表面は一様に充血

強く柔く一見妊娠子宮を思わせましたので膣上部

切断術を施行致しました。切断時，漿液性流出物

約500ccを認め腫瘤は見る見る中に縮小して小

児頭大となりました。右側卵巣は鶏卵大の嚢腫形

成あるため，面出術を行いました。捌出物は総：重

量300gで割面は子宮腔が空洞化し，その内面

は灰白色にて柔くその中に漿液を点しておりまし

た。

組織学的所見：円形或は階円形の核を有する大小

：不同異型の腫傷細胞の配列が認められ，核分裂の

ミルドな多核細胞肉腫であります。

術後経過：術後良好に経過し，術後8日目よりザ

ルコマイシン注射を開始し全量609に達し術後

37日にて退院致しました。その後の経過は比較

的良好で現在なお経過観察中です。

       総括並びに考察

 本症の頻度：1860年C．Meyerによりベルリ

ン産科学会に報告されてより多くの症例が見られ

ますが，なお諸家の統計によれば全予宮腫瘍に対

し1％に過ぎず子宮癌に対し5％とされておりま

す。

 発生部位：Virchowは病理解剖学的見地から

子宮壁における原発部位により壁肉腫及び粘膜肉

腫に区別し，或は子宮における発生部位により体

肉腫，頸肉腫，膣部肉腫とに分けていますが癌と

異り肉腫は体部に好発するといわれ，本症例につ

いても二例鼠壁肉腫で体部に発生したものであり

ます。

 好発年令；更年期前後に多いといわれ，従って

頻産婦に多く見られますが未産婦にも発生し妊娠

分娩との関係は不明であります。本症直中1例は

55才4回経産婦であり他の1例は28才の未婚婦

人であります。

主要症状及び診断：特有の症状なく不正性器出
血， 悪・『生帯下に女運り月夏9・r＞或ウま昼室音iSA重藤， 貧血， 悪

液質を来すもので早期診断は困難にして診査，切

除の上，組織学的に始めて明らかにされることが

多く，本症下中1例は不正性器出血，他の1例は

腹部腫瘤を主訴としたものであります。

組織学的所見：最も普通行われている分類法は腫

瘤細胞の形態によるもので未熟形，成熟形の2種

であり，前者は円形細胞肉腫，紡中形細胞肉腫，

多形細胞肉腫，巨大細胞肉腫が属し，後者には筋

細胞肉腫が属しています。本症例題1例は組織学

的に定型的に多形細胞肉腫であり，恐らく子宮壁

の筋腫が悪性変化を起したものと老えられます。

第■例は非定型的多形細胞肉腫であり，子宮壁筋

腫の軟化により嚢腫様変化を来し，同時に肉腫を

合併したものと老えられます。

治療：手術療法，放射線療法，化学療法がありま

すが手術による死亡率は4～20％を数え治癒率は

Steinhardによれば4年以上生存27．3％Schmidt

によれば5年以上生存14．2％で甚だ不良とされ

ています。放射線療法の効果は著効を認めるもの

と，しからざるものとがあり一・定でありません。

第1例は術後レントゲン深部治療を行いましたが

術後約8カ月にて死亡し，第H例は術後ザルコマ

イシン療法を行い経過観察中の例でありますが本

々は当然子宮全別除術或は広汎性子宮全別除術を

行うべきものであったが種々の都合により施行出

来なかったのは遺憾であります。

        結   語

 55才4回経産及び28才未婚婦人の子宮筋腫よ

り悪性続発したものと思われる多形細胞肉腫の2

例について報告致しましナこ。
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 欄筆するに当り柚木教授，今井教授，大村助教授に

御指導御校閲下さいましたζとに深謝する次第です。
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